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学 ･経済史学会中四国部会2回)､全国学会2回 (政治経済学 ･経済史学会2回)､合計6
回の学会発表と､紀要論文 1本､全国学会誌論文 1本および全国学会誌での資料紹介1本
をまとめたものである｡核心的な部分については権威ある査読雑誌に掲載されている｡
郭論文は､清末から民初にかけての中国および中国東北の貨幣システムについて､先行
研究や復刻資料､一次資料を丹念に読み込んで分析した学術成果である｡分析の大枠につい
ては､中国通貨制度に関する古典となっている宮下忠雄の著作で明らかにされた国幣制度
と民幣制度に関する分析と､難解な記述で知られる黒田明伸の支払協同体に関わる業績と
を整理し､両者の統合をはかっている｡また東北の通貨制度に関する分析においては､数
多くの先行研究を批判的に検討し､復刻資料のみならず､資料の公開姿勢がいまだに十分
とはいえない中国の楢葉館に通って所蔵されている一次資料を吟味 し､実証に基づいた独
自の見解を提起している｡壮大なテーマに挑戦して先行業績を検討し､資料の発掘や分析
を行った郡民の意気込みと努力は高く評価される｡
先行業績で多用されてきた概念や多岐にわたる通貨の名称等については異同を明確にし
て､厳密な記述が追求されている｡中国の金融制度の近代化､自立化の過程を歴史的に検
証 しようとする問題意識は一貫しており､関連する研究成果についての整理もおおむね説
得的である｡ただし､黒田明伸の業績については､申請論文の論旨にあわせて紹介されて
いるために､黒田の成果が研究史上に占める意義が過小に評価され､また郭論文の検討対
象に含まれるべき地域通貨の循環に関わってもくみ上げるべき成果が見落とされている｡
これらの点については今後の課題として残される｡
郭論文の主たる実証対象は､東北地域政権が対外自立を追究するジグザグとした過程で
ある｡東北地域政権が日本やロシアに対抗して金融面でも自立性を高めていたとする分析
視角は必ずしも目新しいものではない｡しかし､本論文にはこれまで知られてこなかった
多くの重要事実が盛り込まれている｡その中でも ｢免換問題｣をめぐり東北地域政権が日
本政府と手を結んで日本側商人を押さえ込んでいた事実､従来 ｢大連商人｣として一括さ
れていた中国東北の中国人商人が大連筋や奉天筋といった多様なグループからなり､その
取引行動に大きな違いがあった事実､｢奉天票問題｣をめぐり東北地域政権の統制が厳しく
なることを嫌って中国商人が日本側取引所に退避したものの東北地域政権の規制がそこに
も貫徹していった事実に関しての発見とその意義の吟味はきわめて貴重であるC発掘した
資料と発見した事実､それを基礎とした考察の水準は､既存の研究成果を超えて先駆的で
ある｡補論として収められた遼寧省楢葉館の金融資料に関する目録と解説も､学界に対す
る貴重な貢献となっている｡
以上の特長を確認し､審査委員会は郭志華氏の学位請求論文が経済学博士号を授与する
にふさわしい内容であると全員一致で結論した｡
